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【
う
ら
へ
続
く
】

　

台
風
13
号
が
関
東
直
撃
。

千
葉
、
茨
城
、
福
島
で
線

状
降
水
帯
が
発
生
。
各
地

で
浸
水
や
土
砂
崩
れ
が
相

次
い
だ
。「
千
葉
県
に『
顕

著
な
大
雨
に
関
す
る
情

報
』が
発
表
さ
れ
た
。」「
半

　

現
職
と
新
人
の
一
騎
打

ち
と
な
っ
た
岩
手
県
知
事

選
が
３
日
投
・
開
票
さ
れ
、

日
本
共
産
党
、
立
憲
民
主

岩
手
県
知
事  

達た
っ
そ増

氏
が
当
選

野
党
共
闘
、
自
公
を
破
る

　
　「
県
民
に
寄
り
添
う
県
政
」
に
共
感

日
で
１
ヵ
月
分
の
降
水
量

に
は
び
っ
く
り
、
茂
原
の

被
害
は
甚
大
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

秋
本
真
利
・
衆
議
院
議

員
（
元
自
民
）
が
受
託
収

賄
容
疑
で
逮
捕
。「
洋
上
風

力
発
電
事
業
を
巡
り
日
本

風
力
開
発
会
社
か
ら

６
０
０
０
万
円
の
賄
賂
を

受
け
取
っ
た
容
疑
だ
」「
再

大企業内部留保 過去最高 511 兆円

賃上げの余力は十分です
　財務省法人企業統計から明らか

　

財
務
省
１
日
発
表
の
法

人
企
業
統
計
に
よ
る
と
、

２
０
２
２
年
度
の
大
企
業

（
資
本
金
10
億
円
以
上
）の

内
部
留
保
は
５
１
１
・
４

兆
円
と
過
去
最
高
を
更
新
。

前
年
度
か
ら
５
・
６
％
の

増
加
で
し
た
。
配
当
金
も

役
員
報
酬
も
う
な
ぎ
登
り
。

　

一
方
、
大
企
業
に
お
け

る
労
働
者
１
人
当
た
り
の

賃
金
は
６
１
１
・
３
万
円

で
前
年
度
か
ら
３
・
５
％

増
で
し
た
が
、
物
価
上
昇

で
実
質
賃
金
は
減
少
し
ま

し
た
。

　

大
企
業
に
は
賃
上
げ
の

余
力
が
十
分
に
あ
る
の
で

す
。

党
、社
民
党
が
支
持
し
、国

民
民
主
党
が
支
援
し
た

「
オ
ー
ル
岩
手
」の
達た
っ
そ増
拓

也
氏
（
59
）
が
、
自
民
党

丸
抱
え
で
公
明
党
が
支
持

し
た
千
葉
絢
子
氏
（
45
）

を
大
差
で
破
り
、
５
選
を

は
た
し
ま
し
た
。

　

千
葉
氏
側
は
国
と
の
太

い
パ
イ
プ
を
強
調
し
ま
し

た
が
、
岩
手
県
民
は
国
の

悪
政
を
流
し
込
む
パ
イ
プ

を
拒
否
、
憲
法
13
条
の
幸

福
追
求
権
の
実
現
を
震
災

復
興
の
原
点
に
す
え
、
子

育
て
支
援
、
物
価
高
騰
対

策
で
全
国
に
誇
れ
る
実
績

を
上
げ
た
達
増
県
政
を
選

択
し
ま
し
た
。

　

会
見
で
日
本
共
産
党
の

小
池
晃
書
記
局
長
は
、
達

増
氏
が
「
野
党
の
連
携
が

支
持
さ
れ
た
」
と
述
べ
た

こ
と
に
つ
い
て
、「
こ
れ
は

非
常
に
大
き
な
要
素
だ
」

と
強
調
。「
そ
れ
に
加
え

ス
ト
は
権
利

　
今
こ
の
流
れ
を
広
げ
要
求
実
現
を

　

そ
ご
う
・
西
武
労
働
組

合
が
雇
用
維
持
と
企
業
継

続
を
求
め
て
、
８
月
31
日

ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
行
し
ま

し
た
。
本
店
前
で
は
「
頑

張
っ
て
」
の
共
感
の
声
も

響
き
ま
し
た
。

　

ス
ト
は
憲
法
28
条
に
明

記
さ
れ
た
労
働
者
の
基
本

的
な
権
利
で
あ
り
、
世
界

の
労
働
者
の
長
年
に
わ
た

る
た
た
か
い
で
勝
ち
取
っ

た
権
利
で
す
。
資
本
家
よ

り
弱
い
立
場
に
あ
る
労
働

者
が
、
自
ら
の
労
働
条
件

を
向
上
さ
せ
る
に
は
、
ス

ト
を
は
じ
め
と
し
た
争
議

行
為
が
不
可
欠
だ
か
ら
で

す
。

　

ス
ト
ラ
イ
キ
は
政
府
・

財
界
の
封
じ
込
め
に
よ
っ

て
１
９
７
４
年
の
１
万
４

６
２
件
（
全
国
、
半
日
以

上
）
を
ピ
ー
ク
に
、
２
０

２
２
年
の
２
７
０
件
ま
で

激
減
し
て
い
ま
す
。

　

い
ま
、
こ
の
流
れ
を
転

換
す
る
動
き
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
今
春
闘
で
は
ス

ト
を
背
景
に
多
く
の
組
合

が
高
い
賃
上
げ
を
実
現
し

ま
し
た
。

　

職
場
で
は
ス
ト
も
せ
ず

に
終
わ
っ
た
賃
上
げ
結
果

に
不
満
の
声
も
あ
が
っ
て

い
ま
す
。
労
働
者
の
団
結

し
た
た
た
か
い
こ
そ
力
で

す
。
来
春
闘
こ
そ
大
幅
賃

上
げ
を
勝
ち
取
り
ま
し
ょ

う
。

て
、
県
内
経
済
界
を
も
含

む
幅
広
い『
オ
ー
ル
岩
手
』

の
力
が
発
揮
さ
れ
た
」
と

述
べ
ま
し
た
。
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発

を
食
い
物
に
す
る
と
は
と

ん
で
も
な
い
」「
会
社
に

沿
っ
た
国
会
質
問
で
、
政

策
が
変
更
さ
れ
た
」「
岸
田

首
相
と
自
民
党
の
責
任
は

重
大
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

辺
野
古
新
基
地
工
事

「
不
承
認
」訴
訟
で
沖
縄
県

敗
訴
（
４
日
、
最
高
裁
）。

「
県
民
の
意
思
や
地
方
自

治
を
無
視
し
た
判
決
だ
」

「
玉
城
デ
ニ
ー
知
事
は『
県

民
の
意
志
は
変
わ
ら
な
い
。

新
基
地
断
念
を
求
め
続
け

る
』
と
強
調
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

故
ジ
ャ
ニ
ー
喜
多
川
氏

の
性
加
害
問
題
で
ジ
ャ

ニ
ー
ズ
事
務
所
が
会
見
。

「
事
務
所
は
性
加
害
を
認

め
謝
罪
し
た
」「
補
償
の
た

め
の
第
三
者
委
員
会
の
設

置
を
表
明
し
た
」「
経
営
者

が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
本
当

の
反
省
・
出
直
し
に
な
ら

な
い
」「
英
Ｂ
Ｂ
Ｃ
が
放
送

し
て
初
め
て
問
題
に
な
っ

た
」「
多
く
の
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
が
正
面
か
ら
取
り
上
げ

て
こ
な
か
っ
た
こ
と
は
大

問
題
だ
」「
被
害
の
全
容
解

明
は
こ
れ
か
ら
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
次
の
シ
ー
ズ
ン
に
。

「
収
束
せ
ず
次
の
シ
ー
ズ

ン
に
入
る
の
は
現
在
の
方

法
に
な
っ
た
１
９
９
９
年

以
来
初
と
の
こ
と
」「
コ
ロ

ナ
感
染
者
も
増
え
て
い

る
」「
東
京
で
は
入
院
先
の

調
整
が
困
難
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

政
府
は
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
報

告
書
で
安
全
性
が
証
明
さ

れ
た
か
の
よ
う
に
説
明
し

て
い
ま
す
。

　

市
民
や
有
識
者
で
つ
く

る
原
子
力
市
民
委
員
会
は
、

日本共産党創立 101 周年
オンライン記念講演会

「歴史に深く学び、つよく大きな党を
　―『日本共産党の百年』を語る」

　　9 月 15 日（金）午後 6 時開始

     記念講演　志位和夫委員長

日本共産党ホームページから
ユーチューブで視聴できます。

　

２
０
２
５
年
開
催
予
定

の
大
阪
・
関
西
万
博
は
海

外
パ
ビ
リ
オ
ン
の
建
設
工

事
の
遅
れ
が
危
機
的
状
況

で
、
万
博
協
会
が
「
建
設

労
働
者
の
残
業
規
制
の
除

外
」
を
政
府
に
要
望
し
た

と
報
じ
ら
れ
る
ほ
ど
に
破

綻
。
規
制
が
守
ら
れ
て
も

違
法
な
長
時
間
労
働
が
横

行
す
る
の
は
必
至
で
す
。

労
働
者
の
命
と
安
全
を
犠

大
阪
・
関
西
万
博

理
念
を
見
失
っ
た
開
催
は
中
止
を

 

労
働
者
の
命
脅
か
し
、
膨
れ
る
費
用

牲
に
し
た
突
貫
工
事
は

「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会

の
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
大

阪
・
関
西
万
博
が
掲
げ
る

テ
ー
マ
に
反
し
ま
す
。

　

会
場
の
建
設
費
は
当
初

１
２
５
０
億
円
で
し
た
が
、

20
年
に
１
・
５
倍
に
増
額
、

そ
の
後
も
膨
張
中
。
海
外

パ
ビ
リ
オ
ン
も
不
払
い
が

あ
れ
ば
国
民
の
負
担
。
す

べ
て
府
民
と
国
民
に
強
い

ら
れ
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
大
阪
府
委

員
会
は
30
日
、
万
博
の
即

時
中
止
を
求
め
る
声
明
を

発
表
し
ま
し
た
。

　

カ
ジ
ノ
と
万
博
誘
致
を

一
体
に
提
案
し
、
安
倍
政

権
の
協
力
を
取
り
付
け
た

の
が
維
新
の
会
の
首
長
で

し
た
。
万
博
の
理
念
は
文

明
や
進
歩
の
達
成
を
示
し

「
公
衆
の
教
育
を
主
た
る

目
的
と
す
る
」で
あ
り
、カ

ジ
ノ
と
は
無
縁
で
す
。
本

来
の
理
念
を
見
失
っ
た
万

博
開
催
を
強
行
す
る
理
由

は
あ
り
ま
せ
ん
。

原発汚染水の海洋放出

IAEA は“安全の根拠”にならない

以
下
の
理
由
を
挙
げ
て
Ｉ

Ａ
Ｅ
Ａ
報
告
書
は「『
科
学

的
根
拠
』と
は
な
ら
な
い
」

と
し
て
い
ま
す
。

▽
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
は
原
子
力
促

進
機
関
で
中
立
的
と
は
言

え
ず
。
報
告
書
は
政
府
の

決
定
を
追
認
し
た
に
す
ぎ

な
い
。

▽
世
界
の
原
発
が
ト
リ
チ

ウ
ム
を
含
む
水
を
排
出
と

い
う
が
、
事
故
炉
か
ら
海

洋
放
出
し
た
例
は
な
い
。

▽
タ
ン
ク
に
た
め
た
水
の

７
割
近
く
に
ト
リ
チ
ウ
ム

以
外
の
放
射
性
物
質
が
排

出
濃
度
基
準
を
超
え
て

残
っ
て
い
る
。
政
府
・
東

電
は
ア
ル
プ
ス
の
２
次
処

理
に
よ
っ
て
基
準
以
下
に

し
て
放
出
す
る
と
し
て
い

る
が
、
報
告
書
は
ア
ル
プ

ス
の
２
次
処
理
の
性
能
を

評
価
し
て
い
な
い
。

▽
報
告
書
は
他
の
選
択
肢

を
検
討
し
て
い
な
い
。
こ

理研雇い止め問題
新たな WEB 署名に賛同を！

https://chng.it/XbKx2LYHqz

　

理
化
学
研
究
所
は

２
０
２
３
年
４
月
、
１
８

４
名
の
職
員
の
雇
い
止
め

を
強
行
し
ま
し
た
。
現
在
、

雇
止
め
に
よ
り
失
職
し
た

技
師
２
名
と
降
格
さ
れ
た

研
究
者
１
名
が
地
位
確
認

で
提
訴
し
て
お
り
、
理
研

労
組
も
復
職
、
地
位
の
回

復
を
求
め
て
理
研
と
交
渉

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

理
不
尽
な
雇
い
止
め
は

許
せ
ま
せ
ん
。
理
研
ネ
ッ

ト
が
こ
の
裁
判
を
支
援
す

るW
eb

署
名
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
「
や
っ
ぱ
り
秋
は
来
る

ん
だ
。２
、３
度
低
い
と
こ

ん
な
に
楽
か
と
感
じ
る
」

「
台
風
の
あ
と
は
、し
ば
ら

く
残
暑
が
続
く
よ
う
だ
」

れ
は
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
自
身
の
安

全
基
準
に
反
す
る
。

▽
関
係
者
と
の
約
束
を
無

視
し
た
不
誠
実
な
プ
ロ
セ

ス
を
完
全
に
見
逃
し
て
い

る
。


